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衆
議
院
議
員
階
猛
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Ｓ
Ｓ
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五
原
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
階
猛
君
提
出
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
五
原
則
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
の
活
動
地
域
に
お
い
て
は
、
過
去

に
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
と
の
間
で
武
力
紛
争
が
発
生
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
該
武
力
紛
争
が
終
了
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
が

独
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
地
域
に
紛
争
当
事
者
で
あ
る
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、
平
和
と
安
全
の
定
着
及
び
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
に
お
け
る
発
展
の
た
め
の
環
境
の
構
築
の
支
援
を
任
務

と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
は
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安

全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
改
正

法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十

九
号
。
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
武
力
紛
争
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
国
際
連
合

の
統
括
の
下
に
行
わ
れ
る
活
動
に
該
当
し
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
で
あ
る
同
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
及
び
旧
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
我
が
国
の
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
に
つ
い
て

の
同
意
は
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
要
員
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
お
い
て

一



も
、
引
き
続
き
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
改
正
法
に
よ
る
改
正

後
の
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
号
ロ
に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
、
同
国
の
同
号
ロ
に
規
定
す
る
同
意
及
び
新
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
意
を
得
て
、
我
が
国

の
要
員
を
派
遣
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
法
上
、
「
武
力
紛
争
」
を
定
義
し
た
規
定
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、

一
般
に
、
実
力
を
用
い
た
争
い
が
武
力
紛
争
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
事
案
の
態
様
、
当
事
者
及
び
そ
の
意
思
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
個
別
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
同
国
に
お
い
て
発
生
し
た

事
案
に
つ
い
て
、
事
案
の
当
事
者
の
一
方
で
あ
る
マ
シ
ャ
ー
ル
前
第
一
副
大
統
領
派
は
系
統
立
っ
た
組
織
性
を
有
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
こ
と
、
同
派
に
よ
る
支
配
が
確
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
領
域
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
同
国
政

府
と
同
派
の
双
方
と
も
事
案
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
意
思
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る

と
、
現
状
に
お
い
て
も
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
地
域
に
お
い
て
武
力
紛
争
が
発
生
し
て
い
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
の

た
め
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
三
条
第
一
号
イ
に
定
め
る
武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛

争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
る
場
合
の
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

二



国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
二
千
二
百
五
十
二
号
に
お
い
て
御
指
摘
の
攻
撃
等
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
設
立
以
降
、
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
政
府
と
し
て
、
国
際
連
合
及
び
我
が
国
の
い
ず

れ
に
対
し
て
も
、
新
法
第
三
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
同
意
及
び
新
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
意
の
存
在
を
否

定
す
る
よ
う
な
意
思
は
示
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
同
意
は
引
き
続
き
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。三


